
地域医療構想を踏まえた 2025 年に向けた対応方針 概要

１ 今後の対応方針

（１）地域において今後担う役割・機能

従来、療養病棟としての機能を中心としていたが、リハビリテーションニーズの高まりか

ら、回復期リハ病床への転床を進めてきました。十分なリハビリテーションの提供を行える

よう、療法士の人員拡充を行っています。

地域包括ケア病床はレスパイト入院だけではなく、緊急入院の受け入れを積極的に行って

おり、後方支援病院としての役割を果たしていきます。外来機能が無い為、訪問診療から回

復期・地ケアの受け入れを行います。長期療養だけではなく、通所リハや訪問リハの在宅サ

ービスを充実させ、療養病棟・介護医療院・併設老健においても在宅復帰機能強化をすすめ

ていきます。

（２）他医療機関との連携・役割分担

急性期病院との病病連携、開業医との病診連携、居宅介護支援事業所・地域包括支援セン

ターとの連携を強化し、入院・入所、在宅サービスの提供に取り組んでいきます。

（３）医師の働き方改革への対応

（医師・看護師・コメディカルスタッフの確保を含む）

特定の医師個人への負担の固定化を防止するため、当直勤務インターバルの確保（非常勤

医師の活用）。電子カルテ導入し業務効率化。他職種へのタスクシフトの推進等により医師

への負担集中の軽減等、勤務医が健康を確保しながら働くことができる取組が進むよう、環

境整備に務めていきます。

（４）新興感染症への対応

感染制御チームの設置、近隣医療機関・行政等との連携を行う（年４回以上、加算１の医

療機関が主催するカンファレンスに参加）。定期的にＩＣＴラウンドを実施します。

２ 今後の病床機能（一般病床、療養病床）

医療機関名 駿河西病院

診療科目 内科、リハビリテーション科

許可病床数
一般 療養 精神 結核 感染症 その他 計

150 150

現在の病床数
（令和４（2022）年度病床機能報告）

→

将来の病床数
（2025 年度）

旧プラン・方針に記載の

2025 年度病床数

高度急性期

急性期

回復期 64（地ケア含む） 70（地ケア含む）

慢性期 86 80

休棟

合計 150 150
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